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トピックス

　島ヶ原温泉やぶっちゃで、「盛り上げよう“ふるさ
と”」をテーマに開催されました。
　ステージではコーラスやハーモニカ、和太鼓などの
グループが登場し、会場には地元の団体によるフラン
クフルトやから揚げなどの出店が並びました。
　日が暮れる頃、島ヶ原盆踊り保存会が「みんなで踊
ろう盆踊り」と題して盆踊りをし、飛び入りで踊りの
輪に加わる人もいて、会場は一体となって江州音頭を
楽しみました。まつりの最後には花火の打ち上げがあ
り、さまざまな色や形の花火が夏の夜空を彩りました。

2014しまがはら夏まつり（８月２日）

地域を盛り上げる元気なまつり

夏休み子ども公民館教室スイーツデコ教室（８月２日）

おいしそうに、できたよ！
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　大山田公民館でフェイクスイーツ作家の北出福子さ
んを講師に招き、スイーツデコ教室を行いました。今
回は樹脂粘土などを使ってパフェグラスに入った本物
そっくりのムース作りを体験しました。
　参加者は、まず、ムースに飾り付ける樹脂粘土でで
きたフルーツの色付けや成形などをしました。そして、
ムースの土台づくりをしたり、本物のホイップクリー
ムのように絞ったりと、形が崩れないよう慎重に挑戦
していました。

国民健康保険
  　　集団特定健康診査

《とき・ところ》　
　11 月２日㈰　青山公民館
　11 月８日㈯　阿山保健福祉センター
　11 月 15 日㈯　いがまち保健福祉センター
　３月 14 日㈯　ゆめぽりすセンター
　いずれも午前９時～ 11 時 30 分
※阿山での実施（８日）は午前中のみに変更します。

《対象者》　国民健康保険被保険者
《自己負担金》　1,000 円
《内　容》　身体測定・尿検査・血圧測定・血液検査・
心電図・診察など
※食事により血液データが変わることがありますので、

　できるだけ空腹でお越しください。
《持ち物》
　受診券・国民健康保険被保険者証・自己負担金
※いずれも事前申し込みが必要です。　
※国民健康保険特定健診受診券を紛失した人には再
　発行します。
※平成 26 年 7 月以降に医療機関で伊賀市国民健康保
　険特定健診をすでに受診した人と、簡易人間ドック
　を受診した人は、受診できませんので注意してく
　ださい。

《予約先・問い合わせ》
　保険年金課　☎ 22-9659　FAX 26-0151

※集団がん検診と同時受診できます
（集団がん検診については、10ページをご覧ください。）

▲島ヶ原音頭保存会の皆さ
　んと、島ヶ原保育所の園
　児や保護者らが島ヶ原小
　唄を踊り、夏まつりが始
　まりました。
▼島ヶ原中学校の生徒の有
　志 21 人が、勇壮な南中
　ソーランを披露しました。
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▲▼知事と市長は、終始和や
　かな空気で、さまざまな課
　題について討議しました。

▲

岡本市長が、芭蕉翁生誕 370
　年記念事業とともに「投句箱」
　を街中に設置していると話す
　と、鈴木知事が県の施設にも設
　置することを申し出ました。

▲特殊なシートを
　使って、光の仕
　組みを観察しま
　した。

▲

レモンなどの果汁を使って和紙に
　絵や字を書いて乾かしたあと、ア
　イロンをあてると絵や文字が浮か
　び上がってきました。

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。
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第10回こども大学（８月８日）

不思議がいっぱい

　ゆめテクノ伊賀で第 10 回「こども大学」が開催さ
れました。この日は「光のサイエンス 光の３原色を
さぐれ！」と「紙に書かれた忍者文字を解読せよ」の
２つの講義と伊賀白鳳高校がソーラーカーの展示など
を行いました。
　参加した 60 人の子どもたちは、特殊なシートを使っ
た実験で光の色の仕組みを学んだり、熱を加えてあぶ
ることで見えなかった文字や絵を見えるようにする

「あぶりだし」など、さまざまな不思議を体験しました。

知事と伊賀市長の１対１対談（８月 11 日）

知事とともに市の未来を語る

　ハイトピア伊賀５階の多目的大研修室で、鈴木英敬
三重県知事と岡本栄伊賀市長が伊賀市のこれからにつ
いて対談をしました。この対談は毎年１回行っている
もので、今回は「潜在力（ポテンシャル）を活かした
まちづくり」「安心して暮らせるまちづくり」の２つ
のテーマにそって話し合いました。
　市長が伊賀市の医療体制について知事にどのように
考えているかを問うと、知事は「課題である救急医療
体制を充実させるため、三重県地域医療ビジョンの策
定が必要」と答えました。また、医師の確保に積極的
に取り組むほか、2030 年には必要な人数の医師が確
保できる見通しであること、看護師の確保に尽力する
ことなどを話しました。


